
新たな分野で活躍する理学療法士についてのアンケート調査報告書 

 

公益社団法人 北海道理学療法士会 職能局 職域事業部 

 

１． 調査背景及び目的 

 職域事業部では、2019 年度より新たな分野（ウィメンズヘルス分野、特別支援学校、産

業保健分野、重症児デイサービス）で活躍している理学療法士へのインタビュー記事を

Northerner へ掲載してきた。実際にインタビューする中で各分野の理学療法士がとても少

ないことを確認し、各々課題を抱えながら試行錯誤している現状があった。 

そのため、北海道理学療法士会（道士会）において各分野で実践しているセラピストの実

態把握を行い、道内各地域での活動状況の情報共有や各分野の課題解決を道士会として支

援していくための一助とするためアンケート調査を実施した。 

２． 調査方法 

対象：道士会の全施設管理者 

期間：令和 3 年４月１日〜４月３０日 

方法：調査依頼を道士会の施設管理者ネットワーク（施設管理者ネットワーク登録数 609 施

設中の配信不能施設５施設を除いた 604 施設）にて配信し、QR コードあるいは URL から

アンケートに回答。また、道士会ホームページにも同様の調査依頼を掲載した。 

３． 調査内容 

① 所属支部 

② 市町村名 

③ 病院・施設区分 

④ 管理者として新たな分野（ウィメンズヘルス分野、特別支援学校、産業保健分野、重症

児デイサービス）で理学療法を行うことについて興味や関心 

⑤ 所属している PT スタッフの中に新たな分野で実践する理学療法士がいるか、またその

分野について 

⑥ 道士会から新たな分野への派遣協力依頼があった場合の対応について 

⑦ Northerner の「職域拡大に向けた新たな分野の紹介シリーズ」の認知について 

⑧ Northerner の「職域拡大に向けた新たな分野の紹介シリーズ」を読んでいるか 

⑨ Northerner の「職域拡大に向けた新たな分野の紹介シリーズ」に対するご意見・ご感想 

⑩ 新たな分野で実践している P T スタッフの分野について 

⑪ 実践している方の理学療法士としての経験年数について 

⑫ 新人教育プログラムの修了や認定・専門理学療法士取得について 

⑬ 実践している方の対応時間について 

⑭ 実践している分野の研修会頻度について 

⑮ 実践している分野の情報共有や情報交換の機会について 



⑯ 実践している分野での新しい知識や情報収集の仕方について 

⑰ 実践するに当たり現状の課題や道士会への要望について 

４． 倫理的配慮  

 調査実施時、調査依頼文にて目的や結果の公表を明記し、回答を得た時点で同意を得たも

のとした。 

５． 結果 

回答施設数は、203 施設中の 1 件重複回答を差し引いた 202 施設 

回答率は、202 施設/604 施設中で 33.4% 

① 所属支部 

 

② 市町村名 

空知支部 釧根支部 後志支部 札幌支部 十勝支部 

岩見沢市 5 釧路市 8 小樽市 3 札幌市 67 帯広市 11 

滝川市 5 中標津町 2 京極町 1   幕別町 2 

美唄市 4 厚岸町 1 寿都町 1   足寄町 1 

芦別市 2 雄武町 1     広尾町 1 

栗山町 1 白糠町 1       

砂川市 1 根室市 1       

奈井江町 1         

長沼町 1         

深川市 1         

 

札幌支部, 64

道南支部, 25

空知支部, 22
道北支部, 17

道東支部, 15

十勝支部, 15

釧根支部, 14

石狩支部, 13

日胆支部, 12
後志支部, 5

所属支部



石狩支部 道東支部 道南支部 道北支部 日胆支部 

北広島市 5 北見市 9 函館市 21 旭川市 9 新ひだか町 4 

恵庭市 3 網走市 2 森町 2 稚内市 3 苫小牧市 3 

石狩市 1 美幌町 2 松前町 1 富良野市 2 浦河町 2 

千歳市 1 大空町 1 八雲町 1 鷹栖町 1 伊達市 2 

  清里町 1   名寄市 1 室蘭市 1 

③ 病院・施設区分 

 

④ 管理者として新たな分野（ウィメンズヘルス分野、特別支援学校、産業保健分野、重症

児デイサービス）で理学療法を行うことについて興味や関心 

 

一般病院, 107

老人施設, 36

総合病院, 23

その他, 20

小児施設, 6

教育施設, 5
大学病院, 3

行政機関, 2

病院・施設区分

少し関心がある, 

83

とても関心がある, 52

どちらともいえない, 44

あまり関心がない, 16

全く関心がない, 7

新たな分野で理学療法を行うことについての興味・関心



⑤ 所属している PT スタッフの中に新たな分野で実践する理学療法士がいるか、またその

分野について 

 

※「いる」と回答された 25 施設中、各分野における理学療法士の内訳は複数回答となり合

計は 31 名でした。 

⑥ 道士会から新たな分野への派遣協力依頼があった場合の対応について 

 

⑦ Northerner の「職域拡大に向けた新たな分野の紹介シリーズ」を知っているか 

 

いない, 177

小児分野, 9

産業分野, 6

災害リハ分野, 6

ウィメンズヘルス分野, 

6

学校保健分野, 2

その他, 2

いる, 25

新たな分野で活躍する理学療法士について

わからない, 106

対応が難しい, 62

対応可能, 34

派遣協力依頼に対しての対応

知っている

171

知らない

31

「職域拡大へ向けた新たな分野の紹介シリーズ」を知っているか



⑧ Northerner の「職域拡大に向けた新たな分野の紹介シリーズ」を読んでいるか 

 

⑨ Northerner の「職域拡大に向けた新たな分野の紹介シリーズ」に対するご意見・ご感想 

⚫ 企業への介入や、ウィメンズヘルス分野に関わりたい PT は多いと思いますが、周囲に

活動しているモデルケースなどが少なく、興味があっても情報を得る機会が少ないの

が現状だと思います。そのような現状の中で、身近な情報源であるノーザナーで情報発

信をされていることはとても意義があると思いますので、先駆者として活動している

人を継続的に取り上げていただけると勉強になります。 

⚫ 職域拡大に向けていい取り組みだと思います。 

⚫ 理学療法士にとって新しい世界を開拓できることに強い関心があります。したがって、

Northerner の記事は大変興味深く読ませていただきました。将来を見据えて、具体的

にどのように新たな分野を拓いていくのか、試行錯誤であると思いますが、皆で共通の

認識を持って進んでいきたいと思いました。 

⚫ 知らない、あるいはなじみがない分野なので、興味深く読んでいます。理学療法士数が

増えてあふれてきているので、職域の拡大は良いことだと思っています。 

⚫ 大変参考になります。その分野に入った経緯や参入の仕方、保険分野外の取り組みの在

り方など、今後もぜひ紹介してください。 

⚫ 興味深く読ませて頂いておりますが、実践は難しいと感じてしまいます。良い面ばかり

ではなく、困難だった事や今後の課題等も載せて頂いた方が、私のような読み手の興味

は引くのかと思います。 

⚫ 楽しみにしています。 

⚫ 通常業務にない事業でとても関心があり、勉強になります。自分も含め当院リハビリス

タッフで産業分野に取り組んでみたい気持ちはありますが、勤務時間外で実施する事

やコロナの関係で現状難しい状況だと考えております。 

読んでいる, 166

読んでいない, 36

「職域拡大に向けた新たな分野の紹介シリーズ」を読んでいるか



⚫ 医療機関で働くという感覚を持っている職員がほとんどかと思うので、様々な分野で

も活躍が出来るという紹介は、様々な可能性を秘めていると思うので非常に良いと思

います。 

⚫ インタビュー形式で、とても読みやすいと思いました。すでに働いている PT よりも学

生達に強く伝えられたら、職域の拡大に繋がるのかもしれないですね。 

⚫ 職域拡大に向けた新たな分野の紹介とありますが、現在の新型コロナウイルスの影響

が大きく難しいのではないかと感じます。また、理学療法士としての核が蔑ろにされて

いる風潮もあるため、今一度基盤の確認も必要ではないかと感じます。 

⚫ 今まで開拓されなかった領域へ挑戦される方がいる事は、PT として誇らしい！自分も、

自分の分野で、頑張らねばと、力を貰います！ 

⚫ 病院以外に勤務する PT が増えている現状を踏まえ、様々な情報を発信していくこと

は、とても有益だと思います。 

⚫ これからの職域拡大の可能性がある分野の情報も欲しいです。 

⚫ 職場における腰痛予防宣言について知りたいです。どのように取り組み、継続している

のか、当院でも参考としたいと思います。 

⚫ PT の職域拡大の為、幅広い活躍をされている方の紹介はとても勉強になりますので引

き続きご紹介宜しくお願いします。 

⚫ 理学療法士が増加し、職域の拡大は大変ではあるが多方面で活躍できることは素晴ら

しいことだと思うし、自らも機会があれば学びたいと思った。 

⚫ PT である妻が独立して、ウィメンズヘルスの訪問事業を始めました。もし機会があり

ましたら、取材よろしくお願いいたします。 

⚫ 様々な分野で活躍する PT が増えてきている事は非常に職域拡大の意味で重要な事だ

と思います。最近は自ら起業する PT も増えてきているため、そういった部分に協会や

道士会が協力していくスタイルを確立していく事が重要と考えています。 

⚫ 職域拡大のために新たな分野で活躍されているセラピストの紹介は重要であると思い

ます。今後も会員・関係団体・市民へのアピールされると良いと思います。 

⚫ 学校保健事業などはどんどん推進していくべき事業だと思います。協会主導で各自治

体へのアピール活動などは積極的に進めていただきたいです。 

⚫ PT の職域が広がっているのだと感じます。また、初めて聞く分野もあって勉強になり

ます。 

⚫ 職域の拡大は、新たな雇用の創出といえるので、職種の価値を上げる意味でも、興味や

意欲のあるセラピストの背中を押すきっかけになれば良いと思います。 

⚫ 私自身が医療施設での経験のみで職域に関する視野が狭いので、PT としてどのような

ことで社会貢献できるかという観点で参考にさせていただいております。 

 

 



⑩ 新たな分野で実践している P T スタッフの分野について 

 

その他：障害者スポーツ、障害福祉サービス 

⑪ 実践している方の理学療法士としての経験年数について 

 

⑫ 新人教育プログラムの修了や認定・専門理学療法士取得について 

 

小児分野, 9

産業分野, 6災害リハ分野, 6

ウィメンズヘルス分野, 6

学校保健分野, 2

その他, 2

新たな分野で実践しているP Tスタッフの分野

１１年目以上, 21

6〜10年目, 6

1〜５年目, 2

理学療法士としての経験年数

新人教育プログ

ラム修了, 13

認定・専門理学療法士, 12

修了・取得していない, 4

認定・専門理学療法士取得等について



⑬ 実践している方の対応時間について 

 

⑭ 実践している分野の研修会頻度について 

 

⑮ 実践している分野の情報共有や情報交換の機会について 

 

どちらもある, 12

業務時間内のみ, 9

業務時間外のみ, 6

実践している方の対応時間

やや少ない, 14

全くない, 6

どちらともいえない, 5

やや多い, 2

とても多い, 2

研修会頻度

やや少ない, 10

どちらともいえな

い, 10

全くない, 5

とても多い, 3

情報共有や情報交換の機会



⑯ 実践している分野での新しい知識や情報収集の仕方について 

 

⑰ 実践するに当たり現状の課題や道士会への要望について 

⚫ 産業理学療法などを開始するにあたり、実績がない状況では企業などから信頼が得ら

れず最初の一歩が踏み出しにくいと感じています。個々人（会員）が行っている活動を

まとめるなどし、理学療法士が関わるとどのような効果が得られるかなど事例をまと

めていただけると、スタートアップがうまくいき、産業理学療法への進出、職域拡大へ

の足掛かりになると感じています。 

⚫ 会員外や非常勤などで対応している方（フリーランスなど）が多く、実態が難いため、

連携もとりにくい状況にあると思います。まずは実態調査が必要です。 

⚫ 当方の勤務する（独）労働者健康安全機構では、令和 3 年より理学療法士が主体とな

り、道内の企業を対象とした、予防医療活動（予防分野の運動指導や健康教育セミナー）

を行っております。道内では、こういった活動がほぼ皆無であったため、現在、営業活

動と広報活動を広く展開しようと思っていた矢先で御座いました。実際に、企業へテレ

アポ等行っておりますが、全く話にならない状態です。と申しますのも、道内では予防

医療活動があまりにも周知されていない現状が御座いました。なので、貴協会には、こ

ういった活動を行っていることを広報していただきたく思います。また、こういった分

野へ興味のある方への橋渡しや、企業とのつながり等をお願い致したく存じます。何卒

宜しくお願い致します。 

⚫ 支援学校に教員として勤務していますが、生活支援の部分が多くのウエイトを占めて

います。医療機関での専門性が高まっているのは良い事だど思いますが、領域間の繋が

りが乏しくリハに限ってみても、同一病院内でも職種間の連携が取られていないこと

が多々見受けられます。また、病院間の連携についても同様であり、改善が望まれます。 

⚫ 医療的ケアの必要な方が就労される場合について、就労先で医療を利用できないこと

協会以外の研修, 

13

その他, 5

協会研修, 5

S N S, 4

動画, 1

新しい知識や情報収集の仕方



が問題になっています。訪問診療や訪問リハは原則居宅で提供される制度になってい

ますが、就労先でもポジショニングや機器使用時の身体の設定などが必要になること

もあると思われます。就労先でも医療提供できる法整備が望まれます。 

⚫ 私は大学教員として要請があったときに支援に行く程度です。 

⚫ 感染対策中であるので、外部での活動は昨年から自粛しています。今後は、リモートで

も、ある程度対応できるよう取組みを変更する必要があります。企業への健康教室など

の対応できるよう情報（研修等）を Web 研修や e-ラーニングで士会からサポートいた

だけると幸いです。よろしくお願いします。 

⚫ 有事の際に数日間職場を空けることに対して、業務的な協力は得られるが、心理的な協

力は得られがたい（理解してくれる人が少ない）。（協力してもらいたいこと）士会から

も災害で職場を空けることに対して、上司やスタッフが理解してくれるような呼びか

けをしていただけると嬉しいです。 

⇒DoRAT よりご返答をいただきましたので下記に転記させていただきます。 

「上記のご意見は当初からずっとありまして、DoRAT としても課題としておりま

す。熊本地震の際も派遣が決定してから、職場から許可がおりず辞退された方もいま

す。日ごろから活動を理解してもらうか、理解してもらえる職場を選ぶか。現状での

対策はその程度です。どこの職場も余剰人員は抱えていないので、心情的にはどこも

そうなると思います。胆振東部地震の際に参加した病院からのメンバーは管理職ばか

りでした。日ごろから担当患者数が少ないので調整しやすいとの理由でした。また、

支援に行った人と行かずに職場を守った人の意識の格差もその後の問題となるようで

す。なので、行った人には職場に感謝する気持ちをもって帰宅していただくようデブ

リーフィングを行っています。現状を変えていけるよう DoRAT として活動していき

ます。」 

６． 考察 

 今回、道士会の施設管理者ネットワーク登録施設の施設管理者を対象として、施設管理者

ネットワークを活用し新たな分野で活躍する理学療法士についてのアンケート調査を実施

した。 

 施設管理者としての「新たな分野で活躍する理学療法士」について約６割の方に興味・関

心があり、Northerner での「職域拡大へ向けた新たな分野の紹介シリーズ」を約８割の方

が知っていて、かつ読んでくれていると回答が得られた。また、この Northerner へのご意

見・ご感想もとても前向きなご意見を多くいただけたことからも、理学療法士の職域拡大に

ついての興味・関心が伺える。 

このアンケート調査の第一の目的は、道士会の中で新たな分野で活躍している理学療法士

がどの程度存在するのかを把握することであった。結果として、新たな分野で活躍している

理学療法士は予測の通り少なかったが、31 名の理学療法士が実践しているという現状だっ

た。ただし、各分野に分けるとそれぞれ２名から 9 名程度で非常に少ない数となる。 



第二の目的は、実践している中での課題や道士会への要望を把握することであった。各分

野で最初の一歩が踏み出しにくいことや周囲の理解が得られないこと、そして、領域・職域

間の連携に課題があるなどの回答が得られた。 

道士会として、各分野で実践している情報の共有・紹介をするとともに、職域拡大につな

がるよう各分野の課題解決にも協力していく必要がある。 

 

  

※このアンケート調査や理学療法士の職域拡大へ向けた啓発・提案事業へのご意見・ご要

望がございましたら下記アドレスまでご連絡ください。 

理学療法士の職域拡大へ向けた啓発・提案事業 

ptshokuikikakudai@gmail.com 


